
【男子】 ①握力 【女子】 ①握力

②上体起こし ②上体起こし

③長座体前屈 ③長座体前屈

④反復横跳び ④反復横跳び

⑤持久走 ⑤持久走

１３歳（中学２年生）

過去１０年間の調査結果の推移グラフ

【体力の状況】

長座体前屈は全国水準を下回っていますが、向上傾向にあります。

持久走は男女とも過去１０年間で最も低い値となっています。

立ち幅跳びは向上傾向にあり、全国水準に近づいてきています。

28.00

29.00

30.00

31.00

32.00

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3
県平均 全国平均 22.00

23.00

24.00

25.00

26.00

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3
県平均 全国平均

25.00

26.00

27.00

28.00

29.00

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3
県平均 全国平均 21.00

22.00

23.00

24.00

25.00

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3
県平均 全国平均

40.00
41.00
42.00
43.00
44.00
45.00
46.00

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3
県平均 全国平均 42.00

43.00
44.00
45.00
46.00
47.00
48.00

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3
県平均 全国平均

50.00

51.00

52.00

53.00

54.00

55.00

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3
県平均 全国平均 45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3
県平均 全国平均

360.00

370.00

380.00

390.00

400.00

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3
県平均 全国平均

260.00

270.00

280.00

290.00

300.00

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3
県平均 全国平均

注目１

注目２

注目３

注目２

注目１

-56-



⑥５０ｍ走 ⑥５０ｍ走

⑦立ち幅跳び ⑦立ち幅跳び

⑧ボール投げ ⑧ボール投げ

県基準値を５０としたときの本年度の平均値のＴスコアによるレーダーチャート
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１３歳男子
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１３歳女子

【指導上のポイント】

中学校の保健体育科の目標は、「体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発

見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯に

わたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能

力を育成すること」です。

心身ともに成長の著しい時期であることを踏まえ，「体つくり運動」

の学習を通して，体を動かす楽しさや心地よさを味わわせるとともに，

健康や体力の状況に応じて体力を高める必要性を認識させ，「体つくり

運動」以外の運動に関する領域においても，学習した結果としてより一

層の体力の向上を図ることができるようにすることが大切です。
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